
＜ 秋の動物たち ③バッタ，カマキリの仲間＞

牛久二小４年２組との「校庭の秋の生き物観察」、今回は、バッタやカマキリの仲間です。

観察が始まってまもなく、二つ並んだオオカマキリの卵のうを見つけてくれました。一頭のメス

が二つも並べて産んだのでしょうか？それとも別々の２頭のメスが産んだものなのでしょうか？おも

しろいものを見つけてくれました。近くの草むらの中では、大人のオオカマキリも見つかりましたね。
お と な

「先生～ッ、茶色の小さなカマキリもいたよ～。」

と呼ばれて行ってみると、カマの内側に独特のも
どくとく

ようが･･･。黒、白、 紫 のもようが並んでいる
むらさき

ことから、コカマキリと分かりました。

カマキリの仲間は、成 虫で冬を越すことはで
せいちゅう

きず、卵を残して死んでいきます。コカマキリの

卵のうは見つけることができませんでしたが、ど

こかに産んで子孫を残していけるといいですね。
う ん で し そ ん

こちらは、ヒシバッタ。けっこう、たくさ

んいましたね。上から見ると、翅の形がひし形
はね

に見えるので、この名がつきました。バッタの

仲間ですが、翅が短くて飛べず、あしの力でジ
はね

ャンプするだけのようです。冬にも見かけるこ

とがありますが、幼 虫または成虫で、越冬す
ようちゅう

るそうです。
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二つ並んで産まれていたオオカマキリの卵のう（左）と、近くの草むらで見つかった大人のオオカマキリ（右）。

まるでボクサーのようなかまえで、こちらを警 戒するコ
けいかい

カマキリ。カマの内側に、黒、白、紫のもようが並ぶ。

小さな体で、翅も短く飛べないが、ジャンプ力で移動
はね

できるヒシバッタ。幼虫または成虫で越冬する。



頭の先がとがっていて、口のまわりが赤いキリギ

リスの仲間がいました。指などにかみつくとはなれ

ず、無理やりはなそうと引っぱると首が抜けてしま
む り ぬ け

うのでこの名がついたという、クビキリギスです。

この日は、左のような緑色型のと、右のような褐 色
かっしょく

型のと両方見られました。成虫で冬を越すそうです。

ビオトープのまわりで、エンマ

コオロギも見つけました。日本の

コオロギの仲間の中では最大で、

顔つきなども「閻魔」の名にふさ
え ん ま

わしいと思いますが、鳴き声はか

わいらしく、好きです。翅に複雑
はね ふくざつ

な筋があって鳴けるのはオスで、
すじ

メスは鳴きません。雑 食 性で、卵
ざっしょくせい

は、産卵されるとそのまま地中で

冬を越すそうです。

最後に、ツチイナゴ(左)とオンブバッタ(右)。ツチイナゴは眼の下の 涙 マークが特 徴で、成
め なみだ とくちょう

虫で越冬。オンブバッタは、大きめなのでメスでしょう。卵で越冬します。 【理科支援員 宮内】

成虫で冬を越す、クビキリギスの緑色型(左)と褐色型(右)。

卵で冬を越す、エンマコオロギ。鳴くのは

オスで、メスには長い産卵管がある。

成虫で冬を越すツチイナゴ(左)と卵で越冬するオンブバッタ(右)。


